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軒先株式会社  × 茨城県境町（境町観光協会）

茨城県境町で開催される「利根川花火大花火大会」は、著名な花火師の競演による打上数 30,000発の全国でも有数の大規模花火大

会。来場者数は毎年 20万人以上にもなることから、大会当日は町内に 不正駐車をはじめとする渋滞などの交通諸課題 が発生。土地

勘の無い来場者が駐車場を探す 事で、町内の道路が麻痺してしまい主要道路まで渋滞が広がってしまっていた。打開策として 単なる

提携やシステム導入で終わらない 軒先独自の駐車場シェアサービスの取り組みを実施した。

歴史ある花火大会を守れ！

単なる提携やシステム導入で終わらない駐車場シェアサービス 大賞



Copyright (c) Sharing Economy Association, Japan all rights reserved.

佐賀県多久市  
× 株式会社トルビズオン  × 多久市まちづくり協議会かつやく隊

まちづくり団体を中心に検討を重ね、ドローンが薬を運ぶ「薬の道」、防災食を運ぶ「防災の道」など、地域課題に基づいて考案した「空

の道（ドローン定期航路）」を完成させ、ドローン物流の実証をおこなった。市内企業や市民と共同して地域課題を解決するだけでなく、

新たな「なりわい」を創出する取り組みとして発展させている。

市民の交流・共助を生むドローン活用まちづくり事業 優秀賞
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琴平バス株式会社

交通面での課題をシェアリングエコノミーの力で解決しようとスタートした、地域共有交通「琴平 mobi」をはじめ、新規性があるプロジェク

ト自体が地域の魅力になるよう挑戦している。 2023年秋には、シェアリングエコノミーや共助社会への理解を広める事を目的に「四国

シェアサミット2023in琴平」を開催。今後も、面積 2km×4km、人口7900人というコンパクトで小さ

な町、顔が見えるコミュニティが存在する特性を活かし、共助社会・シェアリングエコノミーの力で課題解決に取り組む。

琴平町における共助の取り組み

「琴平mobi」「四国シェアサミット」「琴平デジタル町民」 優秀賞
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山形県西川町

西川町は山形県のほぼ中央に位置し、総面積の約 95％が山地になり高齢化率は山形県トップの 47％超。同町は限られた人手・

資源を効率的に活用し NFT事業を基盤に町内外の方々との共有・共助・共創によって関係人口創出、財源確保へと取り組み

町の活性化・課題解決を図る。

自治体初！

NFTを活用した関係人口・経済循環モデル 優秀賞
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株式会社AsMama × マリモホールディングス株式会社

全国でマンション事業を営むマリモホールディングス株式会社が、不動産会社の枠を超えて、共助（シェアリング）コミュニティを町全体

で推進していくことで不動産事業のみならず非不動産部門の事業の拡大を見据えた事業方針を掲げる中、シェアリングシティの推進に

実績のあるAsMamaとの協業を2022年から広島市西区・南区で開始。西区では、自社の不動産施設を地域に開放し、シェアリング活

動拠点とすることを目指した結果、 1年目にして8割以上の施設予約及びシェアリングアクティビティが行われている状態を実現。南区で

は、地域を代表する商業施設や遊休地の活用を促進したい事業者との連携によって多様な地域交流イベントが行われており、それら

がAsMamaのシェアリングプラットフォーム「マイコミュ」によって運営されている。

不動産事業者をリードパートナーとする

広島市西区・南区の共助（シェアリング）コミュニティ推進 優秀賞
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神奈川県川崎市  × 株式会社ジモティー

粗大ごみとして廃棄することを検討している住民からまだ使えるモノを収集し、リユースする協働の取り組みとして自治体様と
共同運営のリユーススポットを開設。月間1,000万人が利用するジモティーのリーチ力と効率的な運営ノウハウで大幅な粗大ご
みの削減を実現する。

官民連携のリユース拠点「ジモティースポット川崎」
優秀賞



＾

〜
大賞
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徳島県徳島市  ×
株式会社日産サティオ徳島、スカイレンタカー四国株式会社
スカイモビリティサービス株式会社、株式会社スマートバリュー

公用車シェアリングの実証実験

優秀賞

徳島市は、令和4年5月に内閣府から「SDGs未来都市」に選定されており、民間事業者とのパートナーシップに重点的に取り組む方針
を掲げています。本事業は、公用車のシェアリングに関する実証実験を行うものですが、エントリーシートに記載したとおり、市単独では
なく、民間事業者との公民連携事業として実施しているものです。
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自治体としてはいち早く2013年より外部人材活用を開始。2020年度からは産業活性化、関係人口構築を目的とした市内企業

における副業兼業プロボノ人材活用推進事業をスタートし、2022年度には157件マッチングを達成。同年秋には、自治体広報

取り組みで40名もの副業人材を一括採用したことで注目され、現在も市役所

内外で先進的な人材シェアリングが進められている。

人材シェアリングを自治体から！～スキル・情報・時間を Winwinシェア～

兵庫県神戸市  × Dialogue for Everyone株式会社

優秀賞
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2021年に、上記3者で包括連携協定を締結し、コロナ禍によって受入が止まってしまった体験教育旅行の受入に伴う農家民泊の再開に向けて、

連携して取り組むとともに、空き家活用DIY等のイベントを通じて、新たな関係人口を創出し、持続可能で魅力的なまちづくりに寄与する取組を実

践してきた。人と人のつながりによる視点から、まち全体で人を受け入れる気運を高め、若者世代（Z世代）による情報発信を進めるとともに、地

域課題の解決と地域経済の活性化に貢献することを目的とし、民泊事業者のホスティング支援を行っている。

農家民泊の推進と空き家活用の取組によって新たな関係人口を創出

長野県飯田市  × Airbnb Japan㈱ × ㈱南信州観光公社

TURNS賞



Copyright (c) Sharing Economy Association, Japan all rights reserved.

かつて、本町をはじめとする過疎地域は、リゾートホテルや大型ショッピングモールを誘致し、経済の活性化、町民の利便性に応えてき

た。しかし、人口減少に伴い撤退が進み、残された商店街は空洞化し、長期的には、まちが活性化するどころか、シャッター街が進んで

いるのが現状である。

一か所に様々な機能を集約し、顧客のニーズに応える大型店舗に対し、清水町版アルベルコディフーゾ「まちまるごとホテル」は、効率

性や利便性は低くなるものの、店舗の個性や信頼関係で、まちの経済を活性化しようとする取り組みである。「民泊」をはじめとする宿

泊機能を起点とし、まち全体をホテルとみたて、そこに滞在する観光客、多拠点居住者が、人々との交流をとおして経済の域内循環力

を高めることを狙いとしている。

「つなぐ・つむぐ・つくる」

～つながりと人の流れがあるまち～民泊を活用した地域経済の活性化「まちまるごとホテル」

北海道清水町

LOCAL LETTER賞
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2023年7月より、全国で先駆けて、全ての小・中学校で水泳授業を民間委託を開始。

子どもたちの泳力向上に加え、これまで 1校に1つのプールを維持するためにかけてきた資源（人、もの、施設、それらを維持するお金な

ど）を複数の学校でシェアすることで、教師の負担軽減（働き方改革）や、財政負担の軽減につなげることを目的としている。

プロの指導で子どもたちの泳力向上！まちのプールをみんなでシェア

福岡県古賀市

LOCAL LETTER賞

●泳力向上に加え、より安心・安全
な教育環境の提供ができる。  
●施設維持にかかる負担など、教
員負担を軽減したことにより、働き
方改革が進んだ。  
●全小中学校が同じ施設で授業を
受けるため、各学校の生徒数に多
少の偏りや変動があっても、施設
維持や授業の継続しやすい。
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事業開発に専門性を有する外部複業アドバイザーと職員がひとつのチームとなり企業版ふるさと納税の戦略立案から施策の実行まで

を官民共創するプロジェクトを実装。

企業版ふるさと納税の寄付を実現するだけではなく、寄付企業と連携して教育版マインクラフト活用事業をおこない、「クリーンエネル

ギーで住み続けられるまち」をテーマにしたワークショップを開催した。

複業アドバイザーと職員が協働で行う企業版ふるさと納税事業開発プロジェクト

岩手県岩泉町  × 株式会社Another works

特別賞
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北秋田市の森吉山では、世界的にも希少な樹氷が形成されることもあり、近年インバウンドが増加傾向にあるものの、二次アクセスに

おける予約のオンライン化や多言語対応が進んでおらず、そのポテンシャルを生かし切れていない面があった。

そこで、秋田県、北秋田市、更には地元の交通事業者と連携し、 Web・アプリによる事前予約・決済と乗合マッチングに強みを持つニア

ミーの予約システムを導入することで二次アクセスにおける特にインバウンドのユーザビリティの改善を図った。

シェアでエコなオンライン予約システムの構築で移動課題の解決へ

秋田県北秋田市  × 株式会社NearMe

特別賞



Copyright (c) Sharing Economy Association, Japan all rights reserved.

雪深い環境を生き抜くための工夫や知恵が世代を超えて受け継がれている奥会津地域！本事業では、その豊かな住民の知恵とスキル、地域資

源を生かし住民が自ら案内人となる体験プログラムを提供する期間イベントを開催。地域ならではの体験を生かした着地型観光を公民連携して

行うことで、より具体的な方針設定とツール活用ができ、新たな観光資源の発掘や関係人口の創出、持続可能な地域づくりの共創に取り組みま

した！

特別賞

福島県只見川電源流域振興協議会  (奥会津地域7町村) 
 × 株式会社SATORU
地域住民の知恵やスキルをシェア『奥会津体験博覧会  せど森の宴』事業
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立科町の新しい取り組みや地域課題解決に関係人口が自発的・継続的に関わり続けることができる仕組みを構築することを目的とし

て、場所・人・プロジェクトを可視化・資産化するとともに、地域アントレプレナー育成プログラムを実施  。多様な関わり方を求める立科

ファン同士の有機的つながりが自走、地域経済の循環エンジンとなることを目指した。

立科町の未来を作る関係人口創出事業「タテシナソン NeXT」

長野県立科町  × 株式会社AnyWhere

特別賞
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⽀本三⽀花⽀の⽀つ「第92回⽀浦全国花⽀競技⽀会」にて、学校校庭などを臨時駐⽀場としてシェアし事前予約制としたことで交

通混雑問題を改善。

DX化・駐⽀場の収益化により、来場者・実⽀委員会・地域住⽀・弊社の「四⽀良し」が実現した。

駐⼈場シェアで四⼈良しが実現！花⼈⼈会における駐⼈場シェア事例

akippa株式会社  × ⼈浦全国花⼈競技⼈会実⼈委員会

特別賞
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「３X３で久喜市を元気に！」を合言葉に結成された「３X３KUKI実行委員会」。

高校生を中心にプロチームや企業、ミニバスチーム、子ども食堂スタッフなど多様なステークホルダーと連携しながら、

様々な世代が集うコミュニティづくりを実践している。

３X３で実現する多世代コミュニティの構築

埼玉県久喜市  × ３X３KUKI実行委員会

特別賞
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静岡市と株式会社アドレスが連携し、新たに2名の地域おこし協力隊の募集、採用を行った。選考、面談を経て2023年9月より

2名を採用し活動が開始。協力隊はADDressを利用し、全国各地で多拠点生活を行いつつ、コミュニティを活用し、 ADDressで
地域と会員を繋ぐ「街守(まちもり)」も担うことで活動地域内での交流の促進、関係人口や移住者の誘致を行っている。

地域おこし協力隊  ✕ ADDress で二地域居住促進、関係人口を拡大

静岡県静岡市  × 株式会社アドレス

特別賞
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「おてつたび」のプラットフォームを利用し全国から参加者を募集。鳴門市や農業に関心のある方に、鳴門市の農家で2週間程

度の農業アルバイトを体験してもらうことで、移住交流の促進だけではなく、繁忙期の人手不足解消につなげる。

おてつたび、鳴門市と連携し新しいライフスタイル「半農半 X」を推進。

徳島県鳴門市  × 株式会社おてつたび

特別賞
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多様化・複雑化する地域課題に対して、企業やNPO、まちづくり団体などの様々な主体が独自の観点や強みを活かした解決策を提案する取組

を広く公募し、古賀市のまち全体をフィールドとして、企業やNPO、まちづくり団体それぞれの強みを活かすとともに、古賀市の地域資源をシェア

することで、広く共創による実証実験を行います。

まち全体を共創による課題解決のフィールドに！  ～ まちづくり実証実験  ～
特別賞

福岡県古賀市  
× 株式会社ASPREAD × 福岡工業大学  × 株式会社グルーヴノーツ
× サクラディア合同会社  × 一般社団法人シェアリングエコノミー協会
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佐賀市公式スーパーアプリは、１つのアプリで、多種多様なサービスを利⽀者にワンストップで提供できるプラットフォームです。⽀政サービスのみ

ならず、住⽀が地域情報を発信できる地域共創ミニアプリや、企業がサービス提供できる基盤を有し、地域・企業が参画できる特⽀があります。デ

ジタルの⽀を活⽀して地域課題の解決を図り、住⽀が快適に暮らせるまちづくりを⽀っています。

佐賀市発(初)、地域の「共助」「共有」「共創」を⽀える「共通プラットフォーム」です。

みんなで創る！佐賀市公式スーパーアプリ SAGACITY
特別賞

佐賀市
 × 株式会社オプティム  × ⼈般社団法⼈コード・フォー・ジャパン
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熊本県の苓北町は、多様化する旅客ニーズに対応した宿が少ないという課題を抱える天草エリアにおいて、新たな滞在スタイルや、観

光・防災拠点として、雲仙天草国立公園「富岡海域公園」の駐車場に安心・安全に車中泊ができる「車泊 (くるまはく)」・ RVパークsmart 
を導入し、2024年4月1日よりWebサイトで予約受付を開始します。

※国立公園の公共施設におけるＲＶパーク開設は国内初事例となります。

雲仙天草国立公園をシェアリングして、周遊旅行の活性化を推進する取り組み

天草郡苓北町  × トラストパーク  (九州周遊観光活性化コンソーシアム )

特別賞





北海道余市町

産官学による広域防災連携が取組むランニングストック方式による防災備蓄の推進
企業部門

大賞



株式会社シンクロ・フード  （モビマル）
 × 一般社団法人地域活性化プロジェクト縁 GIN

能登半島地震における⼤阪府と連携したキッチンカー派遣スキームを通して、防災における官⺠連携の在り⽅を構築。
18⽇間で延べ23,913⾷を無償提供（稼働台数：71台）
➡7/31まで継続実施し、輪島市だけでなく、志賀町、七尾市、珠洲市などへも展開を広げ、

142⽇間で81,898⾷（稼働台数：239台）の炊き出しと無償提供を実現。

自治体との「官民連携」によるキッチンカーを活用した “防災・減災スキーム”の構築
企業部門

大賞



佐賀県佐賀市

・人口減少、少子高齢化社会において、イノベーションによる社会課題の解決は、地方でこそ輝く。

・市公式スーパーアプリを活用して情報やデータをシェアし、地域全体で「みんなで子育てできる仕組み」を構築。

・子どもたちの輝く未来とすべての人の Well-beingの向上に向かって、挑戦と発想の転換による「佐賀らしさ」で、

「日本一便利で豊かなまち、リッチ・ローカル佐賀市」を目指す。

地方の社会課題をイノベーションで解決！『みんなで子育てシェアリング』 自治体部門

優秀賞



福岡県福岡市

世界の各都市が熾烈な誘致競争を行っている国際的なリモートワーカー「デジタルノマド」。福岡市が全国に先駆けて実施してい

るデジタルノマド誘致は、一地域における観光消費・経済成長に止まらない日本全体の地方創生に資する取組みである。

“シェアが生まれる ”世界中から「デジタルノマド」が集まるまちづくり 自治体部門

優秀賞



三重県桑名市

桑名市で行政課題に対して公民連携を取り入れ始めた当初、先進事例を模倣するだけでは思うような提案が得られなかった。公民連携

を桑名市に合った形で取り入れるため、平成 28年度に市民サービスや行政課題に対し民間事業者の視点で広く自由に提案することがで

きる公民連携ワンストップ対話窓口「コラボ・ラボ桑名」を創設し、行政と民間事業者が対話を通じて知恵とノウハウを結集し、歳出削減・

歳入確保・市民サービス向上の観点から行政の課題解決を図ることを目指した。

公民連携ワンストップ対話窓口「コラボ・ラボ桑名」の取組みについて 自治体部門

優秀賞



宮崎県宮崎市
× milab株式会社、合同会社 DMM.com、地元流通小売事業者

自治体単独では実現できないレベルでの災害への備えを実現し、インフラ設備や民間企業の平時の販売在庫が、災害時には

それらが有効に備蓄として活用されるような、シェアリングによる今までにない形で公民連携（共助）を実現したい。

公民備蓄シェアによるサステイナブルな防災備蓄整備事業 自治体部門

優秀賞



akippa株式会社  × 愛知県豊田市

豊田市・名古屋グランパスと連携し、スポーツ試合やイベント時の駐車場不足・混雑解消のため 1,500台分の駐車場を確保。新たなイン

フラを整備せずに駐車場シェアを活用することで、周辺住民に駐車場収益を還元地域資源を効果的に活かし、利便性向上と地域創生

を両立する新たな経済循環モデルを推進することで地域の困りごとを解決しながら持続可能なまちづくりを実現する取り組みです。

駐車場シェア  ×スポーツ・イベントで創る地域の新たな経済循環モデル 企業部門

優秀賞



株式会社AsMama × 神奈川県箱根町

少子高齢化のため1975年頃には約2万人だった人口が現在は約1万1千人、小学校の中には生徒数が10人を切っている学年もある箱根町。観光地で共働

きが多く、従来の園・学校以外の保育サービス不足や休日の子どもの過ごし方が課題のほか、少子化に伴い子ども会が廃止になった地域も。町内在住者の

満足度を上げる施策、出生数を増やして自然増につながる施策として、自治会・地域・世代の枠を越えた町全体の連携・協働を、アプリや知見導入だけに

留まらない AsMama独自のフィールドワークと伴走支援で、地域活動の担い手と地域住人の緩やかなつながりを増やし、子育てや暮らしを頼りあえる交流

の場や機会の創出に官民連携で取り組んでいる。

デジタルとリアルの融合！

多世代のつながりと共助で支えあうまちづくり「箱根町子育てシェアタウン」
企業部門

優秀賞



株式会社タイミー  × 栃木県日光市

コロナ禍以降に急拡大した観光需要や、市内の慢性的な人手不足に対応するため、包括連携協定を締結。市内事業者に対して

スポットワークを通じた労働不足解消を提案するとともに、地方の労働市場に対して新たなアプローチを公民連携で行なった。連

携を進める中で、新たなチャレンジにもつながるきっかけとなり、共創から地域への新たな価値提供が生まれている。

「働くを創造」する。労働不足解消から挑む公民連携の新たな取り組み 企業部門

優秀賞



株式会社メルカリ
× 株式会社ヤクルト山陽、広島県安芸高田市、広島県三次市

ヤクルトの拠点や人材を活用し、不要品を回収・販売するリユース実証実験を実施。

自治体や住民の課題を直接把握し、保管場所や人件費の課題を解消。全国メディアでの発信や温室効果ガス削減量の検証も

行い、地域の行動変容や企業価値向上、持続可能な循環モデルの構築に貢献している。

「メルカリ・ヤクルト山陽・安芸高田市・三次市によるリユース推進の実証実験」について
企業部門

優秀賞



九州電力株式会社

業界初の電気自動車 (EV)専業カーシェア事業者として、九州電力が電化推進の一環として全国展開しているプロジェクト。九電グルー

プでは、「電源の低・脱炭素化」と「電化の推進」に挑戦し続け、九州から日本の脱炭素をリードする企業グループを目指す。本サービス

ではマンション入居者専用 EVカーシェアを主軸に、パブリック EVカーシェアも展開中。

業界初！電気自動車（ EV）専業  シェアリングサービス weev(ウィーブ ) 特別賞
（安心安全）



福岡県古賀市  ×  東武トップツアーズ㈱  × 福岡県新宮町

「公民連携による共創」を公共交通政策のキーワードに、電動自転車をママ同士でシェアリングする「電動アシスト自転車導入実証事

業」、自治体の垣根を越えて市と町でバスをシェアリングする「コガバス小竹線運行」で交通課題をシェアの力で解決に導いた。引き続

き、誰もが「乗って楽しい、降りて楽しい」公共交通をめざしていく。

特別賞

（移動）
電動アシスト自転車とコガバス（コミバス）のシェアで快適な移動と生活を！



あの人に会いに行く、地域の日常に触れる、家族の一員として過ごす …という世界的な旅行ニーズの高まりを背景に、サスティナブル

ツーリズムやレスポンシブルツーリズムを目指す当市の新たな『いいだツーリズムビジョン』を官民連携の強みを生かして策定。また、空

き家活用の実践事例や改修に伴うノウハウ、個人旅行者向けの対応等を学ぶとともに、新たな宿泊事業者や観光資源を商品造成でき

る地域人材を育成するための合宿型の『エアビースクール』を開講。これまでの流れを受けて、天龍峡エリアでは地域 DAOによる拠点

整備が進行中。

特別賞

（関係人口＆二地域居住）

長野県飯田市  × Airbnb Japan㈱ × ㈱南信州観光公社

ノウハウのシェアに基づく地域人材育成と地域 DAO活用による関係人口創出



起業家人材の育成により持続可能な地域づくりを実現するため、夢に向かってチェレンジする若者たちと一緒に町が伴走するローカルベンチャースクールを

スタートして９年目を迎えた厚真町。人口4200人の小さな農村には、自分の夢をかなえるために全国各地より毎年大勢の起業家のタマゴが集合していま

す。企業誘致の取り組みから起業家人材を発掘し企業家を育てる方向に舵を切った厚真町では、町の未来を担うローカルベンチャーたちの新しいサービス

提供により、新たなまちの活力が生み出されています。

特別賞

（産業振興）

北海道厚真町

企業誘致しても田舎に企業なんてやって来ない！

それなら起業家人材を自分たちで育てようと決心したまち



神奈川県座間市において「①生ごみを各家庭で堆肥化、②市の収集車両が収集・運搬、③地元農家に届けて野菜栽培に活

用、④収穫した農産物を市民が食して、その生ごみを堆肥化」という「地域循環モデル」をコンセプトとしたプロジェクトです。

特別賞

（資源循環）

小田急電鉄株式会社  × 神奈川県座間市

おいしい地域循環「フードサイクルプロジェクト」（共創事業）



専用チェーンとアプリケーションを使って学生同士が無料で自転車を貸し借りできるサービスの提供。

【貸す側】は各駅に設置されたチェーンを自分の自転車に取り付け、【借りる側】がそれを借りることができる。

また、学生と行政・企業、学生同士がフラットに繋がれる場所をオンライン上で提供し、世代間での交流を生み出す。

特別賞

（地域コミュニティ）

特定非営利活動法人 Colors 

シェアサイクルで地域格差を解消～学生の可能性と青春を彩る新たな移動サービス～



福岡県大刀洗町

町役場と町内企業が共通の課題解決を目指し、企業による地域資源を活用したまちづくり活動を通じて、町内就労者の人財育成を強化するとともに、新た

な人財の獲得を目指す持続可能な取り組みである。町内企業を「企業町民」として捉え、地域全体の共助コミュニティの核とすることで、企業間連携を促進

し、町内雇用の拡大を図る。人財をシェアすることで担い手の増加と経済活性化を両立させるモデルとして、中間支援組織の少ない中小都市への展開可能

性がある。

地域と企業が共創する持続可能な人財循環促進プロジェクト 特別賞

（人材）



株式会社アイシン  × 愛知県岡崎市  

「チョイソコ」は2018年よりアイシンが提供する乗り合い送迎サービス。高齢者でも使い易い紙での会員申込みやコールセンターでの乗

車受付、持続性を保つためのスポンサー協賛制度、外出目的を地域と一緒に作り利用を促進する「コトづくり」など様々な施策を地域と

一緒に行うことで、単なる移動手段ではなく地域全体を活性化させるサービスとして定着を図っている。

地域と共に創る持続可能な乗り合い送迎サービス「チョイソコ」 TURNS賞



株式会社NomadResort 
× 沖縄県名護市、地域企業  (宿泊・不動産・観光事業者 )

沖縄県名護市（シェアリングシティ協議会加盟）を拠点に、海外デジタルノマドの長期滞在を促進する NomadResort Okinawa（NRO） を実施。11カ国から

18名のノマドを誘致し、地域消費額431万円、経済波及効果629万円、ビジネスマッチング7件成立。地域住民や地域企業・自治体と連携し、持続可能なノ

マド受け入れ体制を構築。今後は、沖縄全体での長期滞在プログラムを展開し、自治体・DMO・民間企業との協力を拡大し、通年の受け入れを実現してい

く。

海外デジタルノマド誘致による地域経済活性化と持続可能 LOCAL LETTER賞



長野県辰野町

町の85％は森林に囲まれ、人口は他地域同様減少しており、特筆した観光資源もない。空き家・空き店舗も増加し、シャッター商店街化していました。その

中で、商店街をショッピングストリートとしてではなく、場所を拡張しながらそのまちのコミュニティ空間として再定義していく「トビチ商店街」という概念が生ま

れました。そうした概念から生まれた活動を皮切りに、遊休資産のシェアだけでなく、地域課題を自分事とする能動的な地域プレーヤーが持続的に創出する

仕組みが出来ました。

空き家・空き物件の幸をシェアし、「トビチ商店街」という新たな価値観を起点に、

自分たちで自分たちの町をつくる。誰もが作り手になれる町！
LIFULL HOME’S

PRESS賞


